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第１章 計画策定の沿革と目的

◆H31年3月 『特別史跡熊本城跡保存活用計画』策定

⇒緑の保存管理については“方針”を定め、「詳細な管理基準」については管理方針に沿った計画を別途策定する旨を記載

＜緑の保存管理の基本方針＞
① 貴重な文化財を後世に引き継ぐことを第一とし、景観や適正な緑の確保にも努め、史跡と緑の調和を図る。
② 日常的な点検を充実させ、遺構の保護、安全の確保、眺望の確保に配慮した樹木の適切な管理を行う。
③ 熊本城における緑の本質的価値を明らかにするため、江戸時代における樹種やその配置などについて絵図・

文献史料の調査・研究を行い、管理に活かす。

（「特別史跡熊本城跡保存活用計画 第4章 第6節 緑の保存管理」より抜粋）

上記の基本方針に沿って、本計画の中で、”みどり”に関する保存と管理の具体的な計画を定
め、実施していくことで、熊本城の史跡を保存し、良好な歴史景観を形成しながら、来城者が
安心して憩うことができる場を提供し、史跡と緑の調和のとれた美しい熊本城を守り育んでい
くことが本計画策定の目的である。

熊本城では樹木が成長し肥大化することで文化財を毀損するなどの影響を与えている場合があ
ること、樹木の老齢化や病気などが原因で倒木や枝折れの危険のある樹木が増えていることなど、
“みどり”に起因する問題が生じている。

これらの問題に対し、本計画において、望ましい“みどりの管理の在り方”について方針を定め、
それに沿って“みどり”の保存・管理を実施していくことで問題の解決を図っていくことが必要で
ある。

そこで、本計画は「特別史跡熊本城跡保存活用計画」に基づき計画策定を行う。

（１）計画策定の趣旨

〇 計画の目的

〇 計画策定の背景

3



（２）計画の適用対象範囲

第１章 計画策定の沿革と目的
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本計画の適用範囲は、熊本城総合事務所が管理する区域とする。（黄色着色部分）



（３）計画策定の体制と経過（委員会）

第１章 計画策定の沿革と目的

時期 会議名・内容・計画策定名
平成30年3月 「特別史跡熊本城跡保存活用計画」策定

（うち、第4章 第6節 緑の保存管理）

平成30年10月 熊本城跡保存活用委員会計画部会
・本計画の策定に向けたフローについて確認

平成31年3月 熊本城跡保存活用委員会
・上記承認

令和2年7月 熊本城跡保存活用委員会
・「熊本城樹木点検のてびき（案）」承認
・樹木医による点検実施予定について（報告）

令和2年7月 「熊本城樹木点検のてびき」策定
令和3年7月 熊本城跡保存活用委員会

・樹木点検結果（報告）
・策定スケジュール、計画骨子について（承認）

令和3年11月 熊本城跡保存活用委員会
・みどり保存管理計画 内容について審議

令和4年3月 熊本城跡保存活用委員会
・みどり保存管理計画 内容について審議

令和4年8月 熊本城跡保存活用委員会
・みどり保存管理計画 素案について審議

伊東　龍一
建築学

（日本建築史） 伊東　龍一
建築学

（日本建築史） 伊東　龍一
建築学

（日本建築史）

伊東　麗子 植　物 伊東　麗子 植　物 伊東　麗子 植　物

小畑　弘己
考古学
（史跡） 今村　克彦

考古学
（史跡） 今村　克彦

考古学
（史跡）

河島　一夫 地元地域 河島　一夫 地元地域 北野　博司
考古学
（石垣）

坂本　浩
経済界

（地域活性化） 坂本　浩
経済界

（地域活性化） 北原　昭男
建築学

（木質構造）

小堀　俊夫 文化振興 永田　求 文化振興 千田　嘉博
考古学
（城郭）

西嶋　公一
経済界

（地域活性化） 西嶋　公一
経済界

（地域活性化） 田中　哲雄
歴史学
（石垣）

服部　英雄 文化・歴史 服部　英雄 文化・歴史 谷﨑　淳一
経済界

（地域活性化）

廣瀬　美樹 公募 廣瀬　美樹 公募 富田　紘一
考古学
博物館学

毛利　秀士 地元地域 松田　秀一 観光 永田　求 文化振興

森崎　正之 観光 毛利　秀士 地元地域 西形　達明
土木工学
（石垣構造）

山尾　敏孝
土木工学
（歴史遺産） 山尾　敏孝

土木工学
（歴史遺産） 西嶋　公一

経済界
（地域活性化）

山田　貴司 歴史学 山田　貴司 歴史学 長谷川　直司
建築学

（建築構工法）

平井　聖
建築学

（日本建築史）

宮武　正登
歴史学
（石垣）

毛利　秀士 地元地域

山尾　敏孝
土木工学
（歴史遺産）

吉田　純一
建築学

（日本建築史）

和田　章
建築学

（耐震工学）

西村　邦昭 公募

Ｈ29・30年度（20名）　Ｈ31・R2年度（13名）　R3・4年度（13名）　

本計画の検討経緯

熊本城跡保存活用委員会 委員名簿（五十音順・敬称略）

本計画の「検討経緯」及び 計画案を審議した「熊本城跡保存活用委員会の委員」は以下の通り。
委員は有識者（建築、史跡、歴史等）や地元地域の方で構成されている。
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（４）計画の位置づけ（上位・関連計画との関係）

第１章 計画策定の沿革と目的
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（４）計画の位置づけ（関係法令）

第１章 計画策定の沿革と目的

本計画を策定する中で関連する法令は以下の通りである。
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関係法令 規制区域 許認可・届出等 対象地 

文化財保護法 

史跡指定地 
現状変更、保存に影響を及ぼす行為の

許可 
史跡指定地全域 

史跡指定地外 
周知の埋蔵文化財包蔵地の発掘

の届出及び通知 

計画範囲内の周知の

埋蔵文化財包蔵地 

都市公園法 公園区域全域 公園内行為 等 都市公園範囲 

都市計画法 都市計画区域 都市施設、建ぺい率、用途 等 計画範囲内全域 

都市緑地法 緑化重点地区 - 中心市街地ほか 

景観法 市域全域 意匠、色彩、高さ等 計画範囲内全域 

国有財産法 国有地 国有地の管理 国有地 

 



第２章 特別史跡熊本城跡の概要、歴史的変遷

（１）位置、歴史と価値

昭和8年（1933）に旧状を残す石垣や堀が史跡に、西南戦争等の災禍を免れて残った
建造物が国宝に指定（昭和25年に史跡・重要文化財指定、その後昭和30年に特別史
跡指定）され、その高い文化財的価値・歴史的価値が示された。

昭和25年（1950）以降に熊本市による公園整備が進められるとともに、大小天守等
の再建や復元、保存修理等が行われ、現在では熊本市・熊本県のシンボルとして広
く市民・県民に親しまれている。
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番
号 

重要文化財 

① 宇土櫓 

② 平櫓 

③ 不開門 

④ 五間櫓 

⑤ 北十八間櫓 

⑥ 東十八間櫓 

⑦ 源之進櫓 

⑧ 四間櫓 

⑨ 十四間櫓 

⑩ 七間櫓 

⑪ 田子櫓 

⑫ 長塀 

⑬ 監物櫓 

 



第２章 特別史跡熊本城跡の概要、歴史的変遷

（２）土地利用の変遷

特別史跡熊本城跡と旧城域の土地利用の変遷（本丸地区の一部）

特別史跡熊本城跡と旧城域の土地利用の変遷を地区（本丸・二の丸・三の丸・古城・
千葉城）ごとにまとめた。（今後のみどり管理も過去の土地利用を踏まえて実施して
いくため）
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第２章 特別史跡熊本城跡の概要、歴史的変遷

御城内御絵図（本丸上段） 御城内御絵図（竹の丸）

上記の方針を受けて、近世の植物景観を絵図資料をもとに整理した結果、細かな樹種の
特定はできなかったが、城域全体でスギ・マツ・クスノキ等の樹木が確認できた。

飯田丸や竹の丸にはクスノキの古樹が現在も残っており、明和6年（1769）頃の「御城
内御絵図」には飯田丸のクスノキや天守前のイチョウも描かれている。

慶応3年（1867）には花畑屋敷から城内へ「覆道」と呼ばれる通路を建設するため、竹
の丸のスギを材木として使用した記録が残っている。

（３）近世における城内の植栽

竹の丸のスギ林

樹木あり

4本程度の樹木あり
（イチョウも含む）

スギ林あり

スギほか複数樹種の
樹木あり

10

＜緑の保存管理の基本方針＞ （特別史跡熊本城跡保存活用計画より）

③ 熊本城における緑の本質的価値を明らかにするため、江戸時代における樹種やその配
置などについて絵図・文献史料の調査・研究を行い、管理に活かす。



第２章 特別史跡熊本城跡の概要、歴史的変遷

（４）近代における城内の植栽

和暦 西暦 月 日 樹種 場所 現在地 本数 備考

1明治35年 1902 12 10楠苗 陸軍熊本地方幼年学校 監物台樹木園 100

2明治37年 1904 3 22楠苗 陸軍地方幼年学校 監物台樹木園 50

3明治41年 1908 3 23楠苗 熊本陸軍兵器支廠 第一高校 202

4明治41年 1908 3 23楠苗 歩兵第13聯隊営内 二の丸広場 103

5明治41年 1908 3 23楠苗 第六師団司令部構内 本丸 105

6明治42年 1909 3 17楠苗 歩兵第23聯隊留守隊 二の丸広場 100

7明治42年 1909 3 27楠苗 輜重兵第六大隊 三の丸第2駐車場一帯 120

8明治42年 1909 3 16楠苗 第六師団経理部留守部（憲兵隊本部附近） 千葉城 120

9明治42年 1909 4 10楠苗 第六師団経理部留守部（経理部附近） 千葉城 730

10明治43年 1910 3 26大楠苗 輜重兵第六聯隊 三の丸第2駐車場一帯 103

11明治43年 1910 4 1楠苗 熊本衛戍病院 国立病院 42

12明治43年 1910 4 1楠苗 第六師団経理部留守部 千葉城 12

13明治45年 1911 3 21楠苗 輜重兵第六大隊 三の丸第2駐車場一帯 101

14大正3年 1914 3 16楠苗 熊本陸軍兵器支廠 第一高校 101

15大正4年 1915 3 19楠苗 歩兵第13聯隊 二の丸広場 15大正14年に渡鹿へ移転

16大正4年 1915 3 23楠苗 輜重兵第六大隊 三の丸第2駐車場一帯 15

17大正4年 1915 3 22楠苗 第六師団司令部 本丸 15

18大正5年 1916 3 25楠苗 熊本陸軍兵器支廠 第一高校 21

19大正7年 1918 3 20鬼グルミ 輜重兵第六大隊本部 三の丸第2駐車場一帯 3

2058計

明治4年（1871）熊本に鎮西鎮台（のち熊本鎮台）が設置されると、熊本城は陸軍用地となった。江
戸時代にあった竹の丸のスギ林、桜馬場の竹林、不開門坂道のスギ並木が明治10年前後の古写真では
確認できないため、陸軍用地となって以降に伐採されたと考えられる。

明治12年には城内の空地にマツ・スギ・ヒノキ等の苗木1万本の植樹願いが熊本鎮台から出された。
その後、明治35年（1902）の明治天皇行幸の際に南坂を改変して造られた行幸坂にはサクラ100本が
植樹された。この時、行幸橋南の通りにもサクラが植樹されたとみられ、桜町の町名がついている。

明治時代後期から大正時代には、熊本県内各地にクスノキの植栽を推進した河喜多義男氏による植樹
が数多く行われた。河喜多氏はクスノキの常緑性や木材・樟脳などの幅広い用途に着目し、様々な箇
所に植栽を行った。

クスノキの植栽を推進した河喜多義男氏による植樹の履歴（楠苗献植記録） 11



第２章 特別史跡熊本城跡の概要、歴史的変遷

（４）近代における城内の植栽

12

現状変更申請等をもとに、戦後の植栽履歴の変遷をまとめた。

・昭和50年代 植樹事例一覧（一部）



第２章 特別史跡熊本城跡の概要、歴史的変遷

（５）城内における花見の始まりと歴史

江戸時代、二の丸等に所在した武家屋敷では、屋敷に植えられた桜で花見を催した記録が
残るが、特定の花見の名所はなかったようである。

明治35年（1902）の明治天皇行幸を記念して行幸坂に植樹された桜が花見の名所として定
着したのは大正時代以降とみられている。

その後、行幸坂の桜は昭和2年（1927）の暴風で23本が倒木し、市によって30余本の植樹
が行われた。その後も補植を行いながら維持され、現在も城内随一の花見の名所として親
しまれている。

また、昭和初期には藤崎台の招魂社（現在の護国神社）一帯に植樹された桜が新たな名所
となった。

絵葉書「御幸坂桜花満開の景」（歴史文書資料室蔵） 13



（６）熊本城跡の近世の景観

第２章 特別史跡熊本城跡の概要、歴史的変遷

明治初期の古写真と現代の写真の景観比較を行った。
比較した地点としては、「保存活用計画」に基づき、本丸地区を外郭から望む
視点場8か所と、本丸地区内の大天守及び宇土櫓最上階から望む視点場を採用
した。

５ 桜町交差点付近

天守閣
（大天守）

３ 竹の丸
２ 通町電停付近

１ 千葉城橋際

８棒庵坂下

７加藤神社鳥居横

４ 備前堀縁

６二の丸広場

視点場位置図

宇土櫓
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明治4年撮影（熊本市寄託） 令和3年9月撮影

第２章 特別史跡熊本城跡の概要、歴史的変遷

〇 桜町交差点付近の視点場から（一例）

明治４年の古写真によると、飯田丸五階櫓や数寄屋丸五階櫓などの建造物の姿
が確認でき、飯田丸五階櫓の奥に現在も古樹として残るクスノキが確認できる。
現在と比較すると竹の丸のスギ林など、全体的に針葉樹が多い。

（６）熊本城跡の近世の景観
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第２章 特別史跡熊本城跡の概要、歴史的変遷

（７）災害時の倒木等による毀損事例

事例１：加藤神社石垣天端石の崩落
（熊本県文化財資料室提供）

昭和40年の台風15号によって樹木が根上がりし、
天端石を崩落させた。

事例２：伝統工芸館石垣天端石の変状
（熊本県文化財資料室提供）

昭和57年の強風によって街路樹が倒れ、天端石
を変状させた。

事例３：倒木による法面崩落

平成3年の台風17号によって未申櫓周辺の樹木が
倒れ、法面が崩落した。

事例４：倒木による東十八間櫓石垣天端石の変状

平成3年の台風19号による倒木が、天端石を崩落・
変状させた。 16



第２章 特別史跡熊本城跡の概要、歴史的変遷

（８）現在の熊本城跡の利活用状況

熊本地震により甚大な被害を受け、地震直後は閉園を余儀なくされたが、復旧
及び安全対策を実施し、順次開園を進めており、熊本城内では年間を通し各種
さまざまなイベントが行われている。

このような中で、みどりに関連して桜や梅の開花、秋の紅葉のライトアップ、
肥後六花の出張展示などで来城者の方々の目を楽しませるだけでなく、熊本の
文化の発信にも努めている。

夜桜の公開（行幸坂） 肥後菊の展示

17秋の夜間公開（旧細川刑部邸） 肥後花菖蒲の展示



第２章 特別史跡熊本城跡の概要、歴史的変遷

熊本城における主要なイベント等の年間スケジュール

（８）現在の熊本城跡の利活用状況

18

熊本城総合事務所・お城まつり運営委員会　主催行事

みどりに関連する行事、開花状況

４月

５月  ★夜間公開

６月 　　　 ✿肥後花菖蒲展

７月
　　

✿肥後朝顔展

８月  ★夜間公開 火の国まつり

９月 お城まつり　名月鑑賞の夕べ

１０月 流鏑馬
大にぎわい市

みずあかり

１１月
秋のくまもとお城まつり

 ★夜間公開

細川刑部邸庭園限定公開

（モミジのﾗｲﾄｱｯﾌﾟ）

１２月
　　　

１月 お城まつり　迎春行事

２月 熊本城マラソン

３月
春のくまもとお城まつり

 ★夜間公開

事務所以外の行事

梅の開花

桜の開花（夜間公開で桜のﾗｲﾄｱｯﾌﾟ）

桜の開花

紅葉

肥後芍薬の開花

肥後山茶花の開花

肥後椿の開花

肥後椿の開花
（遅咲き種）

ツツジ類の開花

アジサイの開花

✿肥後菊展



※「熊本市緑の基本計画」では緑被の種類により緑被率①、②、③の種類分けがあり、
今回の計画では緑被率①を採用。

緑被率①：（自然樹林＋人工林＋竹林＋果樹園＋野草地）÷ 対象区域

熊本城管理区域における緑被率※は約61.6％となっている

緑被率：緑の総量を把握する指標で「対象区域」面積に占める「緑被地」面積の割合

（１）緑被率

第３章 熊本城跡における環境面

19

参考
【緑被率】

・熊本市全域 32.8%※

・中央区全域 14.5％※

・熊本城 61.6% → 59.8%
樹木撤去後

※熊本市緑の基本計画より

【樹林地の面積率】

・熊本城 38.9% → 34.6%
樹木撤去後



熊本城内は希少種をはじめ、多様な動植物の生息・生育の場となっている。この貴重な
環境は、文化財の保護と合わせて維持していくべき重要なものである。

熊本城内に生育・生息する希少動植物（「レッドデータブックくまもと2019」より）

（２）希少動植物の存在

第３章 熊本城跡における環境面

イヌノフグリ マツバラン ヒメウラジロ

20

「レッドデータブックくまもと2019」のカテゴリー区分 動物 植物

絶滅危惧IA類

　ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの
ツクシスミレ

絶滅危惧IB類

　絶滅危惧IA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの
オヒキコウモリ イヌノフグリ

絶滅危惧Ⅱ類

　絶滅の危険が増大している種

キュウシュウフクロウ

アオバズク

マツバラン

コイヌガラシ

準絶滅危惧

　存続基盤が脆弱な種
ミゾコウジュ

要注目種

　現在必ずしも絶滅危惧のカテゴリーに属しないが、存続基盤が今後変化及び減少する

　ことにより、容易に絶滅危惧に移行し得る可能性の高い種

ヒメウラジロ



サクラ

750 本

26.0%

クスノキ

458 本

15.9%

ムクノキ

225 本

7.8%

エノキ

185 本

6.4%

ケヤキ

177 本

6.1%

その他

1,090 

本

37.8%

管理区域内に存在する高木（H=3.0m以上）は2,885本であった。

樹木医による健全度判定を行ったところ、危険木の位置と数量が明らかとなった。

危険木の多い樹種としてはサクラ、エノキ、ムクノキの順となっている。

樹種内訳

第４章 みどりの現状・課題と今後の管理方針

危険木(D判定)の樹種内訳

危険木（D判定）が高木の約1割にあたる322本存在することが判明

〇 管理区域内の樹木

（１）来城者の安全確保（危険木への対応）

〇 健全度判定結果

21

健全

739 本

25.6%

健全に

近い

688 本

23.8%

要注意

1,136 

本

39.4%

危険木

322 本

11.2%

サクラ

198 本

61.5%

エノキ

23 本

7.1%

ムクノキ

20 本

6.2%

ケヤキ

11 本

3.4%

クロガネモチ

7 本

2.2%
その他

63 本

19.6%

健全度判定結果

合計
2,885本

合計
2,885本

合計
322本



第４章 みどりの現状・課題と今後の管理方針

行幸坂の被圧を受けて変形した樹木 幹が空洞化し衰退した樹木 腐朽菌のキノコが着生する樹木

（１）来城者の安全確保（危険木への対応）

＜対応方針＞ 来城者の安全確保のため危険木撤去と樹木点検の継続的な実施

① 令和２年度の樹木点検で把握された危険木（322本）は原則撤去を行う。
ただし、危険木のうち江戸期から残る樹木（古樹・大樹）６本については、
安全確保の手法（支柱や立入禁止措置）を検討する。

② 樹木点検は今後も継続実施し、危険木、枯れ枝、腐朽枝、かかり枝等の把握に
努め、新たに把握された異常に対し、安全対策のために適切な対応（樹木撤去
や枝の除去）を行う。

22



第４章 みどりの現状・課題と今後の管理方針

（２）遺構（重要文化財建造物・石垣等）の保護（遺構影響木への対応）

遺構影響木・・・重要文化財建造物・石垣・建物遺構（礎石等）・切岸等に影響
を与えている樹木、影響を及ぼす可能性がある樹木。

23

〇 石垣等に影響を与えている樹木

根が石垣を圧迫・変形させており、今後も樹木の成長により石垣の変形や崩落な
どの被害が進行する。

石垣の面上に生育した樹木 石垣上部に生育し、石垣を
変形させる

石垣底部に生育し、石垣を
押し上げるなど変形させる



第４章 みどりの現状・課題と今後の管理方針

（２）遺構（重要文化財建造物・石垣等）の保護（遺構影響木への対応）

24

〇 重要文化財建造物等に影響を与えている樹木

建造物の上部に枝葉が伸びており、落ち枝が発生した場合や倒伏した場合に被害
が生じる恐れがある。

長塀に大枝がかかっている樹木 南東櫓群に近接して生育する樹木



第４章 みどりの現状・課題と今後の管理方針

（２）遺構（重要文化財建造物・石垣等）の保護（遺構影響木への対応）

〇石垣等に影響する樹木 264本

〇重要文化財建造物等に影響する樹木 31本
計295本

早急に対応が必要な
169本を撤去予定

遺構影響木の対応優先度 25

＜対応方針＞ 遺構保護のため遺構影響木は剪定・樹木撤去を行い、遺構の毀損を
予防するため継続的な点検の実施

① 危険木撤去の対応が完了した後に遺構影響木の撤去を行う。

② 危険木を撤去した後の遺構影響木は295本あるが、それら全ての撤去を行うと景観
が大きく変化することを考慮し、その中でも遺構の種類により優先順位をつけ撤
去を行う。

③ 石垣に影響する遺構影響木については、早急な対応が必要である169本に絞り、年
間30本程度ずつ5年かけて撤去を行う。



第４章 みどりの現状・課題と今後の管理方針

（２）遺構（重要文化財建造物・石垣等）の保護（遺構影響木への対応）

（前ページの続き）

④ 重要文化財建造物等に影響する遺構影響木（31本）は、危険木撤去を行った後に、
樹木の上部の管理（枯れ枝、かかり枝、建物上部に覆いかぶさる枝 等の除去作
業）により被害を防ぐ。

⑤ ③、④の作業完了後も、定期的な樹木点検を実施し、新たな危険木や支障枝を把
握し適時に対応することで遺構への被害を防ぐ。

⑥ 樹木撤去は地盤面より上で実施する。残った切株からは「ひこばえ」が発生する
ため、生長しないよう適宜除去する。

⑦ 石垣面に生える樹木は幼木のうちに撤去し、定期的な除去作業を実施する。

26



第４章 みどりの現状・課題と今後の管理方針

（３）景観面（眺望の確保など）

熊本城の景観は、主に歴史的建造物や石垣と樹木群によって構成されており、緑が
加わることで熊本城の景観は四季折々に変化し、様々な表情を見ることができる。
春は桜や新緑、夏は深い緑、秋には紅葉が加わり、冬は落ち葉の時期を迎える。

サクラが満開の西大手門につながる土橋 夏の深い緑に覆われている熊本城

紅葉に彩られた熊本城 天守前広場のイチョウ

27



景観シミュレーション検討箇所図

１ 長塀沿い

３ 二の丸広場
※視点場⑥

２ 通町電停付近
※視点場②

11 千葉城橋際
※視点場①

４ 平左衛門丸

５ 城彩苑南側

６ 第一高校南側
７ 古城堀端公園

８ 加藤神社沿い

９ 行幸坂

10 三の丸西側

13 加藤神社鳥居横
※視点場⑦

14 棒庵坂下
※視点場⑧

12 竹の丸
※視点場③

28

※以下の視点場は伐採前後による変化はない。
・ 備前堀縁（視点場④）
・ 桜町交差点付近（視点場⑤）

保存活用計画に記載の「視点場」や樹木撤去が多い場所を中心に景観シミュレーションを実施

⇒「現在」と「危険木・遺構影響木の撤去後」の比較を行った



１ 撤去前後の景観変化 長塀沿い（撤去前）
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１ 撤去前後の景観変化 長塀沿い（撤去後）
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２ 撤去前後の景観変化 通町電停付近（撤去前）
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２ 撤去前後の景観変化 通町電停付近（撤去後）
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３ 撤去前後の景観変化 二の丸広場（撤去前）
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３ 撤去前後の景観変化 二の丸広場（撤去後）
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４ 撤去前後の景観変化 平左衛門丸（撤去前）
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４ 撤去前後の景観変化 平左衛門丸（撤去後）
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５ 撤去前後の景観変化 城彩苑南側（撤去前）
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５ 撤去前後の景観変化 城彩苑南側（撤去後）
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６ 撤去前後の景観変化 第一高校南側（撤去前）
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６ 撤去前後の景観変化 第一高校南側（撤去後）
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７ 撤去前後の景観変化 古城堀端公園（撤去前）
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７ 撤去前後の景観変化 古城堀端公園（撤去後）
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８ 撤去前後の景観変化 加藤神社沿い（撤去前）
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８ 撤去前後の景観変化 加藤神社沿い（撤去後）
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９ 撤去前後の景観変化 行幸坂（撤去前）

45



９ 撤去前後の景観変化 行幸坂（撤去後）
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10 撤去前後の景観変化 三の丸西側（撤去前）
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10 撤去前後の景観変化 三の丸西側（撤去後）
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11 撤去前後の景観変化 千葉城橋際（撤去前）
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11 撤去前後の景観変化 千葉城橋際（撤去後）
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12 撤去前後の景観変化 竹の丸（撤去前）
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12 撤去前後の景観変化 竹の丸（撤去後）
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13 撤去前後の景観変化 加藤神社鳥居横（撤去前）
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13 撤去前後の景観変化 加藤神社鳥居横（撤去後）
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14 撤去前後の景観変化 棒庵坂下（撤去前）
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14 撤去前後の景観変化 棒庵坂下（撤去後）
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第４章 みどりの現状・課題と今後の管理方針

（３）景観面（眺望の確保など）

＜対応方針＞ 今後、危険木・遺構影響木の撤去が完了した後に、景観上の適切
な緑の量について十分に検証した上で景観に配慮した管理作業を実施する。

①景観に関しては、保存活用計画に定められた視点場からの景観を重視し、熊本
城と緑の調和が図られるよう促していく。

②危険木・遺構影響木の樹木撤去が完了した後に、適切な緑の量について十分に
検証を行った上で、必要に応じて景観に配慮した剪定等の作業を行っていく。

③外来性の樹木についても、将来の景観検証の際に撤去の必要性を検討していく。
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第４章 みどりの現状・課題と今後の管理方針

（４）樹木点検の実施

樹木は年々生長や衰弱する生き物であることから、定期的にその状況を把握していくこと
が大切である。そのため、熊本城の特徴に合わせた樹木点検マニュアルを作成し、それに
基づく点検を専門家も入れて実施することが必要である。

＜対応方針＞ 樹木点検の手法を”てびき”※としてま
とめ、定期的・継続的に点検を実施し、安全確保、
遺構保護、景観の維持に努める。

①樹木点検は「熊本城樹木点検のてびき」に基づき
定期的・継続的に実施し、適切に危険木、遺構影
響木、景観への影響を把握していく。

②実施は点検の種類（日常点検・定期点検・詳細点
検）に応じ、管理者・専門家（樹木医）で行う。

③点検により把握できた樹木の異常に対しては、剪
定・伐採といった対応を適時行う。

※「熊本城樹木点検てびき」はR2年度に保存活用委員会の

承認を得て策定済。現在、これに基づく点検を実施中。
樹木点検の流れ

58



古樹：古写真（明治初期）があり当該樹木が江戸期より残っていると判断できる樹木
大樹：古写真はないが、絵図、幹周の数値から江戸期より残っている可能性が高い樹木

”大樹”の幹周条件：クスノキ 5.0m以上、その他の樹木 4.0ｍ以上（地際よりH1.2mの位置の幹周）

本丸
エリア

二の丸
エリア

三の丸
エリア

計

古樹 11 2 0 13

大樹 5 9 4 18

計 16 11 4 31

クスノキ ムクノキ イチョウ スダジイ

8 3 2 0

10 6 1 1

18 9 3 1

第４章 みどりの現状・課題と今後の管理方針

（５）古樹・大樹の保護育成

古樹・大樹のエリア毎の存在、樹種内訳（本）

59

＜対応方針＞ 江戸期から存在すると思われる樹木を古樹・大樹として市で認定
し、永く樹木が存続していくよう適正な管理を行い生育環境の保全に努める。

①古樹13本、大樹18本を現時点での古樹・大樹の認定樹木とする。

②江戸期から残る樹木（古樹・大樹）を市民に広く知ってもらうため、銘板の設
置や云われなどの情報を整理し公開する。



第４章 みどりの現状・課題と今後の管理方針

（前ページの続き）

③適正な管理と生育環境の保全のために、定期的な樹木医による点検・診断を行
い、必要に応じて樹勢回復の措置を行い、保護育成に努める。

④危険木（D判定）の古樹・大樹については、来城者の安全確保、文化財の保護
対策も併せて実施する。（立ち入り禁止措置、剪定等の実施）

⑤樹木は生き物であり、最終的には枯死するものである。保護育成の措置を実施
しても樹勢回復が見込めず来城者・文化財に影響が及ぶ場合、人身の安全確
保・文化財保護のために、樹木医の判断を得たうえで最終的に撤去を行う場合
もあり得る。

（５）古樹・大樹の保護育成
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大正～昭和初期撮影（歴史文書資料室）

本丸209

↓

本丸209

↓

古樹：本丸209 イチョウ（天守前広場 清正公お手植えの伝承あり）
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本丸722
↓

本丸722
↓

明治10年撮影（熊本城顕彰会）

R2年度に樹木医の詳細点検を実施後、危険枝の撤去を行い、
ひこばえの成長を促していく方針とした。経過観察中

古樹：本丸722 イチョウ（加藤神社敷地奥）
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本丸257
↓

明治8年頃撮影（熊本城総合事務所蔵）

本丸257
↓

古樹：本丸257 クスノキ（飯田丸 樹齢800年と言われている）
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12
4

本丸700 クスノキ A

幹周5.02m
本丸209 イチョウ C

幹周6.37m

本丸526 ムクノキ C

幹周4.45m

本丸499 クスノキ A

幹周5.70m

本丸257 クスノキ A

幹周11.3m

本丸40 ムクノキ C

幹周3.11m

本丸ゾーン

古樹・大樹一覧

本丸722 イチョウ D

幹周6.70m

凡例

番号 樹種 判定

古樹 11本

本丸767 クスノキ A

幹周6.15m
本丸81 ムクノキ A

幹周5.05m

本丸513 クスノキ A

幹周5.05m

本丸496 ムクノキ C

幹周4.30m

大樹 5本

本丸473 クスノキ A

幹周7.20m
遺構影響木（歴史的建造物）

本丸225 クスノキ A

幹周6.00m

本丸517 クスノキ B

幹周5.90m

本丸528 ムクノキ D

幹周3.60m

本丸288 クスノキ C

幹周6.28m
遺構影響木（歴史的建造物）
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古樹・大樹の位置図（本丸エリア）
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二の丸・三の丸ゾーン

古樹・大樹一覧

凡例

番号 樹種 判定

二の丸102 スダジイ D

幹周6.70m

二の丸114 クスノキ C

幹周6.56m

二の丸146 クスノキ C

幹周7.10m
遺構影響木（近世代石垣天端）

経過観察

二の丸151 クスノキ B

幹周7.00m

二の丸164 クスノキ C

幹周7.00m
遺構影響木（近世代石垣天端）

経過観察

二の丸168 ムクノキ C

幹周5.70m

二の丸554 ムクノキ C

幹周4.44m
二の丸511 イチョウ C

幹周4.00m

二の丸220 クスノキ C

幹周7.50m

二の丸710 ムクノキ D

幹周5.30m

二の丸719 ムクノキ D

幹周7.00m

古樹 2本

大樹13本

三の丸123 クスノキ A

幹周6.20m

三の丸127 クスノキ A

幹周5.70m

三の丸132 クスノキ D

幹周5.10m

三の丸836 クスノキ A

幹周5.00m
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古樹・大樹の位置図（二の丸・三の丸エリア）



第４章 みどりの現状・課題と今後の管理方針

（６）桜の保護育成

＜対応方針＞ 現状では様々な理由から衰弱が進んでいる桜について、危険木や遺
構影響木の桜については撤去を行う必要がある。しかし、熊本城は桜の名所として
も定着していることから、今後は、遺構保護に十分配慮する中で、補植を行うこと
や残った桜を健全に育てるための保護育成に努める。

①危険木や遺構影響木にあたる桜は撤去が必要となるが、これらの補植を検討する。

②今後補植する際には、ヤマザクラを基本としつつ、エリアごとの特色や周辺の桜
の配置も踏まえて品種を選択することも可能とし、景観の保持に努める。

③”桜維持管理エリア”を選定し、このエリアを中心に桜の保護育成に取り組む。
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第４章 みどりの現状・課題と今後の管理方針

（６）桜の保護育成

〇衰弱の原因

・九州では桜は他の樹種と比べて寿命が短いと一般的にいわれている

・他の高木が大きく育ち桜に日光が当たらないなどの被圧を受けていること

・桜並木として植えるにあたり密植となり弱りやすい環境になっていること

・踏圧（根を踏んで傷つけるなど）の影響

・通行に影響がないよう剪定を重ねることで樹勢が弱ること

・腐朽が進みやすい樹種で、剪定した切り口から腐朽菌が入ることで腐朽が進むこと
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健全

124 本

22.5%

健全に

近い

69 本

12.5%
要注意

211 本

38.3%

危険木

147 本

26.7%

健全

166 本

22.1%

健全に

近い

100 本

13.3%
要注意

286 本

38.1%

危険木

198 本

26.4%

桜の健全度判定 染井吉野の健全度判定

合計
750本

合計
551本



１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

休眠期 枝葉成長期 枝葉充実期 落葉期 休眠期

展葉期

　　開花期 花芽分化期 花芽成長期

冬季剪定 ※ 枯枝除去 　　冬季剪定

　施肥（寒肥） 　　施肥（お礼肥） 　 施肥（追肥）

　※枝垂桜、サトザクラ系の桜の剪定は豪華な花を楽しむため、花後に行うのが望ましい

　　補植 追肥

成

長

暦

作

業

時

期

（

通

年

）

補

植

作

業

第４章 みどりの現状・課題と今後の管理方針

（６）桜の保護育成

〇桜の成長暦と作業時期

68

〇桜の品種

城内の桜の品種は20種類確認され、代表的な品種は以下の通りである。

１、染井吉野（551本） 全体の約75％を占め、一番多い品種

２、ヤマザクラ（75本） 日本古来の原種

３、千原桜（20本） 熊本市西区島崎地区で発見された品種

４、枝垂れ系の桜（19本） 坪井川の遊歩道を中心に植栽

５、御衣黄（14本） 緑色の花が咲く

６、鬱金（8本） 黄色の花が咲く



69

桜の品種マップ



第４章 みどりの現状・課題と今後の管理方針

（７）樹木の維持管理作業（健全な樹木管理のために）

70

＜対応方針＞ 適切な剪定等維持管理作業を行うことで、健全な樹木を育
てるとともに、美しい熊本城の景観を作っていく。



第４章 みどりの現状・課題と今後の管理方針

（８）日本庭園の管理（旧細川刑部邸庭園、清爽園）

＜対応方針＞ 日本庭園の美観を保つために通常の樹木管理よりも質の
高い庭園木としての適正な維持管理を行う。

〇旧細川刑部邸庭園
ゴヨウマツを始めとした庭園木が使用され、通常の維持管理とは違う庭園木と
しての維持管理作業が必要であり、日本庭園の管理に精通した庭師による管理
が必要である。

〇清爽園
地域ボランティアと協力しながら、樹木管理や池の清掃等を実施していく。

旧細川刑部邸庭園 清爽園
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第４章 みどりの現状・課題と今後の管理方針

（９）梅園の管理

72
城内の梅園位置図

城内には３か所（飯田丸、宮内、旧細川刑部邸庭園内）の梅園がある。梅は桜に
次いで人気の高い花であり、開花時期になると梅の花を目当てに来城される方も
多い。

※梅は「中木」であるため、高木の本数には計上していない。

飯田丸の梅園

宮内の梅園



第４章 みどりの現状・課題と今後の管理方針

（９）梅園の管理

73

＜対応方針＞ 現状では、様々な理由から衰弱が進んでいる梅について、今後も
長く花を楽しめるよう、衰弱した原因に対応した対策を取り、保護育成に努める。

＜対応方針＞

①管理上の注意点を整理し、管理スケジュールに沿った維持管理を行うことで、
梅の保護育成に取り組む。

②D判定樹木は撤去する。また、過密になっており、補植は難しいことから、
残った樹木を大きく健全に育てていくことを目指す。

4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　葉の展開

実 花芽形成

落葉
花

剪定 ○ ○

摘果 ○ ○

施肥（固形）
○

花後

施肥（液肥）

作業項目

梅の成長

管

理

業

務

月4回程度

本数 割合 本数 割合 本数 割合 本数 割合

A判定

（健全）
3本 3.9% 4本 5.5% 3本 8.1% 10本 5.4%

B判定

（健全に近い）
7本 9.2% 6本 8.2% 1本 2.7% 14本 7.5%

C判定

（要注意）
61本 80.3% 59本 80.8% 32本 86.5% 152本 81.7%

D判定

（危険木）
5本 6.6% 4本 5.5% 1本 2.7% 10本 5.4%

計 76本 100.0% 73本 100.0% 37本 100.0% 186本 100.0%

全体　合計
健全度 宮内梅園 旧細川刑部邸梅園飯田丸梅園

エリア別

梅の管理スケジュール 梅の健全度



第４章 みどりの現状・課題と今後の管理方針

（10）肥後名花園について

74

＜対応方針＞ 熊本の伝統文化である肥後六花を将来の世代に引き継いでいくべ
く適切に維持管理し保存していく。

①現在、立入り制限となっていることから公開エリアやその他の施設での展示を
積極的に行っていく。

②個人の栽培家では若い世代への継承が難しくなっており高齢化が進んでいるた
め、熊本城総合事務所でのノウハウの継承を確実に行っていく。

肥後花菖蒲 肥後朝顔 作業風景



第４章 みどりの現状・課題と今後の管理方針

（11）中低木・草地管理

75

＜対応方針＞ 来城者が多い熊本城であることから、中低木・草地・芝地は頻度
の高い管理を継続して実施し、常に美しい熊本城の景観づくりに努めていく。

城彩苑北側のアジサイ 高橋公園東側のツツジ群植 二の丸の芝生広場



第４章 みどりの現状・課題と今後の管理方針

（12）花壇管理

76

城内の花壇は、来城者や城周辺の人の往来が多い場所において、華やかな雰囲気
や季節感の演出を行う目的で設置しているが、洋風の花苗であるため、熊本城の
和の雰囲気とは馴染まないところもある。
花苗は一年草が中心であり、年３回の植替えを行っている。

＜対応方針＞ 今後の花壇は、植替えが不要である宿根草を使用するなど管理費
用を抑えつつ、和風の草花や落ち着いた色を選択することで熊本城の和の雰囲気
に馴染む花壇を創出し、来城者の方々におもてなしの気持ちが伝わる工夫を行っ
ていく。

城内で試行する宿根草花壇の例（季節により咲き変わっていく）



第４章 みどりの現状・課題と今後の管理方針

（13）希少動植物への配慮

77

第3章で紹介した熊本城内にいる希少動植物については、生息・生育数が少ない
こと、生息・生育場所が城内でも限られていることから、局所的な環境の変化で
消滅・消失することも考えられる。

＜対応方針＞ 生息・生育環境を把握し、所内で情報共有を行った上で、維持管
理や工事等の際にはその種の状況に応じた配慮を行いながら作業を行う。

イヌノフグリ
（絶滅危惧IB類）

マツバラン
（絶滅危惧Ⅱ類）

ヒメウラジロ
（要注目種）



第４章 みどりの現状・課題と今後の管理方針

（14）発生材の活用

78

現在は、熊本城の樹木を撤去した際には、木材を木チップやたい肥に加工する処
分場に持ち込んでいる。

＜対応方針＞ 今後、多数の危険木や遺構影響木の撤去を進めていくため、撤去
した樹木を単に処分するだけでなく、SDGsを推進する観点や、生きてきた樹木
を大切に扱うという環境教育の一環から、発生材の有効活用を進めていく。

ベンチの座板

熊本城の樹木を活用した事例

しおり
防虫効果を利用した虫よけ



第５章 みどりの保存管理の体制

79

本計画の管理方針に沿ってみどりの保存・管理を実施する体制は以下のとおり。

①作業体制
樹木管理等の業務については、熊本城総合事務所の職員による直営作業や、民間（造園業
者等）への委託によって作業を実施していく。

②実施の際の手続き
樹木管理に係る業務を実施する際には文化財保護法に基づく許認可が必要であり、本市文
化財課、熊本県文化課、文化庁と協議の上、手続きを行うことになる。

③専門家との協力体制
専門的な見解が必要な場合は、樹木医等に助言を求めながら管理を行っていく。

④市民協働
今後は城内のみどりに関連する市民ボランティアの受け入れについても推進していくもの
とする。

みどりの保存管理の体制



第６章 事業実施計画

80

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031～

計画の検討期間 計画策定 計画に基づく管理

樹木点検

（日常・定期点検） 樹木医 職員 職員 職員 職員 樹木医 職員 職員 職員 職員 樹木医 職員

危険木撤去
R2年度点検を受けて実施（約300本） 必要に応じて実施

遺構影響木撤去
約30本/年×５年 必要に応じて実施

景観への対応

景観に関する検証

必要に応じ

作業実施

銘板設置

保護育成

桜・梅の保護育成
保護育成

木材活用
活用に関する検討 活用の継続的実施

その他の

みどり保存管理業務

事業名

短期計画期間 中期計画期間計画策定期間

計画の策定

古樹・大樹の

保護育成

計

画

に

基

づ

く

保

存

管

理

検証 検証

日常点検 日常点検 日常点検 日常点検 日常点検 日常点検 日常点検 日常点検 日常点検定期点検定期点検定期点検

景観の現状把握

事業実施スケジュール

本計画の事業スケジュールについては、短期・中期・長期と計画期間を区分した。概ね5年
おきに実施状況を把握、評価し、必要に応じて見直しを行うことで進捗管理に努めていく。

〇短期計画期間（令和5年度～令和10年度）
主要課題である危険木、遺構影響木の撤去を順に実施していく。
景観の変化については現状把握を行いつつ、中期計画期間での景観検証につなげていく。

〇中期計画期間（令和11年度～令和13年度頃まで）
短期計画期間の樹木（危険木・遺構影響木）の撤去を完了した後に、景観に関する具体
的な検証を行い、委員会に諮ったうえで必要に応じ樹木の撤去や剪定等を実施していく。

〇長期的対応
中期計画期間内に景観に関する対応方針を決定し実施した後は、計画に基づく保存管理
事業を継続的に実施していく。



熊本城みどり保存管理計画 策定スケジュール

81

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

計画の策定作業

保存活用委員会 委員会 委員会 委員会 委員会 委員会

市民参画

①アンケート（関係者、入園者） 安全・遺構・桜について

②アンケート（中央区民 ※無作為抽出にて郵送） 安全・遺構・桜について

③アンケート（一般市民※緑化フェア開催時期に） 主に景観について

④地元説明

⑤オープンハウス（お城まつりにて）

庁内関係部署との連携（文化財課・環境共生課ほか）
調整

会議

調整

会議

熊本城内・隣接施設関係者への周知（藤崎台球場・県立美術館ほか） 説明

熊本市文化財保護委員会 報告

城内の樹木管理

危険木撤去

計画にもとづく樹木管理

説明

説明会

10月～12月

報告・審議内容

R５年度

～４月～６月 ７月～９月 1月～3月
実施内容

R3年度 R4年度

周知

作業期間 作業期間

作業期間

・点検結果の概要

・計画の骨子

・今後のスケジュール

・危険木・遺構影響樹木位置

・計画目次（案）

・過去の植樹履歴 等

・遺構保護、景観、

古樹、サクラ関連

・スケジュール見直し案 等

・計画（素案）の提示 ・計画（素案）の確定

策定

フェア期間中、各課連携の

緑関係の取り組みＰＲ看板設置

オープン
ハウス


